
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１、 森林ボランティア団体活動ｺﾝｸｰﾙ奨励賞 

茨城県森林湖沼環境税を活用して、ビオトープ周辺の

間伐作業など森つくり活動に取り組んだことなどが評

価され、平成 24 年 10 月 27 日付けで茨城県森林ボラン

ティア団体連絡協議会から奨励賞が送られました。 

 

２、 TOTO 水環境基金贈呈式 

御前山ダム環境センターは平成 25 年度活動に関連し

て「TOTO 水環境基金（第８回）」の活用を申請したとこ

ろ、採択の回答がありました。3 月 4 日（月）茨城県桜

川市の TOTO ウォシュレット茨城工場において贈呈式が

あり、長山会長、国安・青木副会長と清野顧問が出席し

ました。 

御前山からはちょうど南西の反対側で直線距離は近

く、山越えすれば一時間かかりません。 

当日は冒頭、会議室で挨拶名刺交換、会社概要の説明受

けを、その後事業所の製造工程を案内してもらいました。

ラインに様々な工夫がなされており、工場で働く人の約

7 割が女性とのことでした。 

昼食後に社内の全体会があり、社員の表彰などに続い

て「TOTO 水環境基金」の贈呈式があり工場長から、長山

会長に目録が手渡されました。 

その後、長山会長から御前山環境センターの取り組み

がスライドを活用して紹介されました。平均年齢が３０

歳以下と若い社員が多く、基金提供だけでなく研修を兼

ねて、社員を現地の活動にも参加させたいとのことでし

た。 

同じ水環境の改善につながる活動しており、水源地で

ある御前山と交流する意義は大きいと思います。 
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３、 平成２５年度第一回育成活動 

４月１６日（火）本年度第一回目のボランティ

アによる育成活動を行いました。 

当日は山桜もまだ咲き残り、晴天の穏やかな天

気でした。午前９時半にはボランティアなど約 8

０数名がダム管理所前に集合しました。 

 今回は、御前山小学校６年生約３０名が、地元

区長さんなどの手伝いを受けながら、ダム直下右

岸に山桜、エ

ノキの苗を約

５０本植栽し

ました。６年

生は昨年、ビオトープ田んぼやダム監査廊見学などで何度

か来ており、今回の記念植樹も小学校の大切な思い出にし

てほしいと思います。 

ボランティアは御前山ビオトープに移動し、３班に分か

れて作業を行いました。 

第１班は倒れた藤棚の修復作業です。今回はユニックを

持ち込み支柱を復帰補強したので、構造的にはかなりしっ

かりとしました。 

第２班は道路周辺の清掃、草刈りなどを行いました。枯

れ枝などが散乱し２００ｍにも渡る沿道の清掃は人海戦術

で対応するしかありません。 

 第３班は池流入口の改修作

業で、土砂を撤去すると渓流

の水が勢いよく流れだしまし

た。問題は洪水の度に土砂で

詰まってしまうことから、ど

う安定的に取水を確保できる

かということです。山間渓流

での取水方式である「チロル

方式」などを今後検討するこ

とにしました。国営事業所を

始め農業土木専門家の技術力に

期待しましょう。 

 各班とも作業は順調に進み昼

前には終了しました。三々五々ダ

ム駐車場へ戻り、天気も最高なの

でダム天端で山桜を観ながらの

昼食としました。４月の人事異動

もあり、新しいメンバーも多く楽

しい交流の機会となりました。 

御前山小６年生の植樹 

沿道清掃、草刈り 

取水口の改修 

対岸の山桜を背景にダム天端に集合 

藤棚の修復作業 

常陸大宮市広報誌の連載 


